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①日本新事業支援機関協議会 JANBO（Japan Association of New Business 
supporting Organizations）インキュベーション・マネジャー交流会 
②おかやまインキュベータ協議会 OIA（Okayama Incubators’ Association）連絡会
議 
③岡山起業家ネットワーク NEO（Network of Entrepreneurs in Okayama）例会 
④岡山県立大学サテライトキャンパス産学セミナー連続講義（2003 年 10 月～2004














 表１ ベンチャー企業数の例（「日経ベンチャービジネス年鑑 2001年版」より） 
都道府県 ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業数 都道府県 ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業数 都道府県 ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業数 
東京 760 兵庫 86 埼玉 59 
大阪 268 京都 82 北海道 57 
神奈川 149 福岡 68 長野 49 
静岡 92 千葉 67 広島 49 
































































 岡山 広島 山口 島根 鳥取 香川 徳島 愛媛 高知 
2001年版 全国2,616社 33社 49 23 15 12 21 28 32 15 
2002年版 全国2,568社 24社 46 27 15 11 46 25 24 13 
2002年版  全国比% 0.9% 1.8 1.1 0.6 0.4 1.8 1.0 0.9 0.5 
2002年版 社／百万人 12.2社 16.0 17.5 19.7 17.7 44.7 30.1 15.9 15.9 
 

































































       
 
   図３ 起業家支援実績（概数）（財）岡山県産業振興財団 ‘96～’02年度 
 
 

















        




















































岡山県では、表３の５施設がある。詳細は付属資料を参照されたい。              
 
表３ 岡山県のビジネス・インキュベータ 
施設名称 運営主体 区画数 開設時期 入居者業種 IM 
e－プラザ岡山 岡山県 
（岡山県産業振興財団） 
8室 01年4月 ITのみ 非常駐 3人 
ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ岡山 ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ岡山（NPO） 6区画 02年2月 IT、他 非常駐 1人 
リットカフェ （株）リットカフェ 20区画 01年8月 IT、他 非常駐 2人 



































      
 
































































































   
 


























































 □：主体として取り組む ◎：中心的に支援または指導 △：可能な場合注意して支援 
 
 
      図７ インキュベーション・システムの構成と要素理論［1］［2］ 




対象要素 起業家 支援者 専門家 

































































































































































     表５ Aインキュベータ入居者 8者（2001年度） 
記号 入居者 事業 記号 入居者     事業 
A 50歳代男 ソフトウエア専門教育 E 50歳代男 IP電話企画 
B 30歳代男 コンテンツ制作 F 20歳代男 音声ｺﾝﾃﾝﾂ配信 
C 20歳代男 ASP事業 G 30歳代女 HPﾃﾞｻﾞｲﾝ等のｻｰﾋﾞｽ 










































































































   表６ ビジネス・インキュベータ等の在室率例（2002年 9月岡山県内） 
              在室数は平日昼間に在室している室数（標準的状態） 
 Aｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Nｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Oﾚﾝﾀﾙﾗﾎﾞ 
全室数 8 6 19 
入居室数 7 5 16 
平均在室数 3.5 3 7 






























































































               










































































































期 間 2002.7.27～2003.2.9 （第１期）  
受講者 開講時 15者、修了者 10者 
場 所 支援機関の研修室、市街地の会議場、他 
開 講 
時 間 
2回/月  休日全日、同午後、平日夕方など 
2～5時間/回 
特 徴 ①具体的事業支援はしない 
②インキュベータに入居させない 
③ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議、見学、ｹﾞｰﾑ等を採用 
講 師 厳選。主任講師が 2/3を一貫担当 
      
















































   表９ Ａインキュベータと岡山方式プレ・インキュベーションとの比較 
項目 Ａインキュベータ 岡山方式プレ・インキュベーション 
評価対象人数 8 10（修了者） 
起業家能力Ｉの伸び（式（３）） 平均 30点/年 平均 45点/半年 
業種 ＩＴ ＩＴ、建築、福祉、小売、土建技術等 
起業 起業後が前提 起業前が前提（事業構想はあり） 






























































































































































































































































































































































 特定VCの選定はＶ財団が行う。岡山県の特定 VCは、中銀リースほか 8社、計 9















          表１１ 投資審査委員会委員の構成（岡山県産業振興財団） 
大学教授（技術系） １名 企業経営者 4名 
公設試験研究機関長 １名 地方銀行 １名 
政府系金融機関 １名 経営コンサルタント １名 





































総額：3億 100万円（社債が 93.3%）             現況欄で、＋は上向き 
VB：投資対象ＶＢ。同一ｲﾆｼｬﾙは同じ企業  CB：転換社債  WB：新株引受権付社債 


















特定 VC 摘要、現況 
O社 ｵｿﾞﾝ発生器製造販売 96.12 1,000 株式 97.01 直接投資 
〃 〃  500 CB 97.01 直接投資 
岡山県単独の 
直接投資 
D社 歯科用検査装置製造販売 96.12 2,000 CB 98.01 NIFﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ 低迷 
E社 水道管長寿命化施工 92.10 2,000 株式 98.01 NIFﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ 破綻 
Y社 舗装面簡易ﾏｰｶ製造販売 96.08 1,000 CB 98.01 中銀ﾘｰｽ ＋ 新製品も 
U社 ﾕﾆﾌｫｰﾑﾘｰｽのｼｽﾃﾑ販売 90.02 3,000 WB 98.01 中銀ﾘｰｽ､①､② ＋ 
K社 不織布製品製造販売 92.12 2,000 CB 98.03 日本ｱｼﾞｱ投資 ＋ 
U社 ﾕﾆﾌｫｰﾑﾘｰｽのｼｽﾃﾑ販売 90.02 3,000 WB 98.12 中銀ﾘｰｽ ③ ＋ 
C社 養子免疫癌治療法開発 96.10 500 CB 00.03 中銀ﾘｰｽ ＋ 
〃 〃 〃 100 CB  〃 直接投資 〃 
K社 不織布製品製造販売 92.12 5,000 WB 00.11 中銀ﾘｰｽ ④ ＋ 
Ｉ社 非言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術 00.03 5,000 WB 01.10 ﾄﾏﾄﾘｰｽ ＋＋ 















   図１４ 岡山県の年間投資額の推移（創造的中小企業創出支援事業） 
























          表１３  業績の振るわない企業の評価 
評価項目 技術 市場 経営者 














































































































































































































































































































































































































































［11］山田幸三、江島由裕 他「創造的中小企業創出支援事業の役割と課題」  














ン学会第 46回全国大会予稿集、105/108（April 2003） 
［21］NHK総合番組「生きもの地球紀行：アルゼンチンオポッサム」（May 2000） 
［22］飯田永久「地方における起業家支援の課題（プレ・インキュベーションとは）」








いて」オフィス・オートメーション学会第 44回全国大会予稿集、107/110（May 2002） 
［28］飯田永久「産学連携による大学発ベンチャーの創出と育成」産学連携学会第１
回全国大会予稿集、（Sept.2003） 
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Ⅰ 主な講義・講演等の履歴（学会発表以外） 
１．講義 
・「起業家講座」（岡山コミュニティ FMラジオモモ）98年 9月～99年 3月 
・「起業ということ」（岡山起業家支援セミナー）00年 8月 





































































   













1 産学連携による大学発ベンチャーの創出と育成 2003 産学連携学会 ○  
2 わが国でのベンチャー企業支援の課題 2003 ｵﾌｨｽｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ学会 ○  
3 地方でのﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝの効果とその改善について 2002 日本ﾍﾞﾝﾁｬｰ学会 ○  
4 ベンチャー企業の起業活動に及ぼす社会的因子とその
改善方法について 
2002 ｵﾌｨｽｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ学会 ○  
  
②その他 
5 形鋼熱間形状計の開発 1996 日本鉄鋼協会 ○  
6 高性能表面きず検査装置の開発 1995 日本鉄鋼協会 ○  
7 平面形状計の開発 厚板平面形状検査の自動化-1 1995 日本鉄鋼協会 ○  
8 表面きず検査装置の低周波ﾉｲｽﾞのｵﾝﾗｲﾝ補正によるS/Nの改善1995 計測自動制御学会 ○  
9 製鉄所における自動化・省力化 1994 日本経営工学会   ○
10 自動化設備とセンシング技術 1994日本機会学会中四国支部   ○
11 製鉄所の構内物流の動向 1994 「計装」   ○
12 面積可変の補助熱源を利用したCGL合金化度計 1994 日本鉄鋼協会 ○  
13 線棒工場精製連続処理設備の建設Ⅲ 水島棒鋼精製検査ｼｽﾃﾑ1993 日本鉄鋼協会 ○  
14 厚板AUT用パイラクレーンの全自動化 1993 日本鉄鋼協会 ○  
15 水島No.2電気めっき設備の制御システム 1992 日本鉄鋼協会 ○  
16 水島No.2電気めっき設備の電気システム 1992 日本鉄鋼協会 ○  
17 高温雰囲気における計測・制御 1992 「センサ技術」  ○
18 厚板シャー平坦度計の開発 1992 日本鉄鋼協会 ○  
19 放射率自動補正型放射温度計の開発 1992 「川崎製鉄技報」 ○  
20 水島多目的塗装ライン制御システム 1992 日本鉄鋼協会 ○  
21 面積可変の補助熱源を利用した放射率自動補正型放射温度計 1991 日本鉄鋼協会 ○  
22 水島溶融亜鉛メッキラインの計装・計算機システム 1990 日本鉄鋼協会 ○  
23 設備診断と計測技術 1990 「川崎製鉄技報」  ○
「  」のものは、雑誌投稿。他は論文発表会等で発表。 
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２．「飯田永久」が発明者または考案者である特許及び実用新案 
No. 種別 発明等の名称 公開番号 
登録 
番号 
1 特許 正逆転式圧延機における被圧延材の走行制御方法 昭 49- 97758 927362
2 特許 移送装置上の被搬送物体のトラッキング装置 昭 53- 30575 1126437
3 特許 正逆転式圧延機の制御方法 昭 49- 97759 
4 特許 均熱炉からの鋼塊抽出のタイミング決定法 昭 49- 110515 
5 特許 分解圧延機におけるタンデム圧延法 昭 49- 114558 
6 特許 シヤによる尾端切断方法及び装置 昭 52- 143581 
7 特許 シヤの測長送り制御方法 昭 52- 144889 
8 特許 鋼板の刻印装置 昭 60- 199525 
9 特許 炉内鋼材測温の補正方法 昭 61- 292528 
10 特許 圧延加重検出器 昭 62- 104613 
11 特許 冷却制御方法 昭 62- 250128 
12 特許 被圧延材のデータ整合方法 昭 63- 52704 
13 特許 厚さプロフィール測定方法 昭 63- 53408 
14 特許 溶融金属めっきにおけるめっき鋼帯の後処理方法 昭 63- 109150 
15 実用新案 物品の移載装置 昭 59- 142226 
16 実用新案 線材、棒鋼の冷却装置 昭 61- 87607 
17 実用新案 線材圧延用ブロックミル 昭 62- 126714 
18 実用新案 電離箱型放射線検出器 昭 63- 32447 
19 実用新案 電離箱型放射線検出器 昭 63- 32448 



















設  立 2001年 4月 
所 在 地 岡山市中心地 
設 置 者 岡山県 




入居期間 原則 1年間、最長 2年間 
通信環境 岡山情報ハイウエイに 1Gbpsで接続。100BASE-TX完備 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞｬｰ 非常駐 3名 





設  立 2001年 8月 
所 在 地 岡山駅付近 
設 置 者 （株）リットカフェ 
運  営   者 同上 





ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞｬｰ 非常駐 2名 
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設  立 2001年 10月 
所 在 地 岡山市大元駅付近 
設 置 者 非営利法人ビジネス・インキュベータ岡山 
運  営   者 同上 





ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞｬｰ 非常駐 1名 





設  立 2002年 4月 
所 在 地 岡山県新見市 
設 置 者 新見市 




入居期間 契約は 1年毎 
通信環境 岡山情報ﾊｲｳｴｲ1Gbpsに接続。1.5Mbpsを常時使用可 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞｬｰ  なし 




 - 7 -
５．岡山リサーチパークインキュベーションセンター 
設  立 2003年 4月 
所 在 地 岡山市郊外 
設 置 者 岡山県 





入居期間 原則 3年間 
通信環境 岡山情報ハイウエイに接続（1Gbps） 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞｬｰ 常駐 3名、非常駐 2名 
入居者（03.11現在） 2003年 11月現在 42者 
コメント 岡山県が PFI 方式で建設した。三菱総合研究所のノウハウで
バックアップ。近くに岡山県工業技術センター、岡山大学地域
共同研究センター等があり、研究開発型ベンチャーに適す。設
備は充実。岡山インターチェンジ、岡山空港からは近い。 
本格的起業向き。 
 
